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   白井市市民参加推進会議からの「平成２７年度市民参加の実施状況 

   に対する総合的評価について（答申）」に関する対応について 

 

 このことについて、平成２６年７月３０日付白市活第７１号で諮問した「平成２７

年度市民参加の実施状況に対する総合的評価」について審議した結果、別添写しのと

おり答申書が提出された。 

 ついては、各課における事業の実施にあたり、答申内容を踏まえ、下記の点に十分

留意し、さらなる市民参加の推進に努められたい。 

 なお、答申内容は２月１日発行の広報しろい、市ホームページ、情報公開コーナー

及び図書館で公表するとともに、答申書における提言に対する市の取り組み状況につ

いては次年度４月開催予定の第７回市民参加推進会議にて報告する予定である。 

 

記 

 
 留意事項 
 昨年度に提言のあった「情報公開コーナー・市ホームページ・図書館での情報共

有」を今後ともより推進していき、また市民への市政への参加意識を高めるため

アンケート結果の公表や会議録の公開など市民参加の手法の実施後の情報発信を

より強化すること。 
 パブリックコメントへの意見の提出がゼロ件であるなど、市民への参加意識を高

めきれていないことを課題とし、様々な媒体と工夫を持って、市民参加の実施前、

実施中、実施後のあらゆる機会を活用し、市民へより一層の情報発信を行うよう

努めること。 

 

資料１ 



　市ではより良いまちづくりを進めるために、市民参加条例の制定や市民参加推進会議
を設置し、市民参加・協働のまちづくりを進めています。
　「市民参加の実施状況に対する総合的評価」（右表）などについて、市長が市民参加推
進会議に諮問し、その答申が1月12日に
提出されました。
【答申の概要】
◦職員ヒアリングを対象事業へ拡大実施
　今年度に試行実施した職員ヒアリング
を、次年度から対象事業を拡大して実施
すること期待します。
◦中間評価を見直し、終了評価に重点化
　中間評価の評価方法を見直しその評価
結果を未来の取り組みに反映するととも
に、終了評価の審議をより深く正確な評
価を下せるよう重点化することを期待し
ます。
◦パブリックコメントへのゼロ回答をなくす
　さまざまな媒体と工夫をもって市民参加のあらゆる機会を活用し、パブリックコメン
トへの意見提出が増え回答が得られるよう、より一層の情報発信を期待します。
◦市民参加対象事業の対象職員に対する事前研修の導入
　市民参加対象事業を担当する職員に対し、事業実施の前に市民参加の意義について十
分に理解する事前研修を行い、市民参加を取り入れた質の高い事業の推進を期待します。
※市ではこの答申を踏まえて、より一層市民参加を推進していきます。答申書は市役所
1階情報公開コーナー、図書館、市ホームページで閲覧できます。
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3152

平成27年度市民参加の実施状況に対する総合的評価

事業名 事業期間 総合評価
達成率
（㌫）

男女共同参画推進事業

平成26・
27年度

○妥当 82.2
白井市第5次総合計画策定事業 ◎良好 88.5
白井市障害者計画策定事業 ◎良好 80.0
第2次しろい健康プラン策定事業 ◎良好 73.6
都市マスタープラン策定事業 ◎良好 83.6
白井市まち・ひと・しごと総合
戦略策定事業

平成27
年度

○妥当 78.9

白井市第2次環境基本計画の中
間見直し事業

○妥当 80.0

白井市汚水適正処理構想策定事業 △要改善 70.8
市役所庁舎整備事業

事業継続
中（※）

◎良好 90.9
西白井地区コミュニティ施設建
設事業

×不良 67.5

白井市地域福祉計画策定事業 △要改善 58.5
白井市教育大綱策定事業 ×不良 45.0
白井市シティプロモーション基
本方針策定事業

×不良 67.5

※今回の評価は平成27度末までに実施した市民参加につ
いての中間評価であり、平成28年度以降に実施する市民
参加の評価は含まれていません。
　該当事業については事業終了後に改めて評価します。

市民参加推進会議の答申～市民参加の実施状況評価～

答申書を手渡す池川会長（中央）と市川副会長（右）


